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物語解釈と場所の意味

一人格発達と癒し一

荒木正見

序 「意識」「無意識」および「退行J「再統合Jと「エネルギーJ

小論は，場所の意味に着目して物語を解釈する試みの一端を為すものであ

る。

とくに小論では，「意識」と「無意識Jの対比が物語中の「場所jに象徴さ

れていることに着目すれば，効果的な解釈が可能になるのではないか，とい

う場所論的問題意識による物語解釈を試みる。

小論での解釈例としては，物語の元型を為すと思われる日本の昔話の解釈

を試みることによって，主に，意識と無意識の対比が場所に象徴されている

ことを考察する。ここで，昔話をなにもかも選びとるのもひとつの方法かも

しれないが，小論で、は，後述するように，意識的な場所から無意識的な場所

に移動して，再び、意識的な場所に帰ってくると，人格発達したり癒されたり

することを含む昔話に焦点、を合わせて，そのようなテーマの昔話を例に挙げ

つつ考察を遂行する。すなわち小論は，以上の仮説をもとに，それが具体例

の中で真に述べられ得るかを検証するものである。

その場合，「人格発達」のテーマは，おおむね子供が大人になる，という内

容に着目すればよいわけで，比較的分かり易いが，「癒し」のテーマについて

は，次のように考えられる。すなわち，この場合には，なにかの病気や障害

が前提とされて，物語が始まる。そのような病気や障害が，どのように癒さ

れたと示されているのかを読み取ることになる。

小論では，「場所」をはじめとする幾つかの概念を用いて解釈を遂行する。

「場所Jをどのように理解するのか，や，どのような概念を用いて人格発達や

癒しを読み取っていくのかについては，第二章で，例に即しつつ丁寧に考察
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する。その際，特に「場所」が，哲学的に重要な意味を持つとともに，以下

に述べる人格発達の諸概念と巧妙に絡んでいることをも確認する。また，考

察から得られた実践的な結果として，各章の最後に，それらの例から得られ

た「人格発達」や「癒しJについて現実的に生きる場面でのヒントに言及す

る。

このように小論では，場所の構造として特に，「意識」と「無意識」との大

まかな構造的な対比を配慮することを述べていくが，一般的に「意識Jとは

自覚的な心の状態であり，「無意識」は，無自覚的な心の状態を意味する。従

って，場所との対応も，そのような心の状態を喚起する場所を考えればよい

ことになる。日常自覚的に生きている場所とそうでない場所との対比例とし

ては，陸と海，家の中と家の外，村や町などの暮らしている場所と山や荒野

などの暮らしていない場所，なじんでいる場所と神秘的な場所などが考えら

れる。また，町や都会などのように意識的に発達している場所と故郷，田舎，

村などのように意識的には発達していない場所との対比も考えられる。さら

には，近代的な場所と旧時代的な場所なども挙げられる。

また，「無意識的な構成の変化」を小論で、は，「退行jと「再統合」という

概念を用いて説明する。いずれの概念もさまざまな心理学者が指摘し，理論

を展開しているが，筆者は筆者なりに次のように理解し，教育相談等に応用

している。

「退行」は，意識と無意識の境界が媛昧になることである。意識つまり自覚

的な領域が暖昧になれば，日ごろ意識的に抑え込んでいる本能的な衝動や，

内面のアンバランスな状態が現れやすくなる。その場合には当然，混乱して

おり，幼児帰りと呼ばれる幼稚な行動も起こる。従って，エネルギーを浪費

し，やや危険な状態でもある。もちろん，物語の中ではそのような行為とし

て表現される。また，昔話の場合，海，池，湖，川や山，荒野や砂漠，とい

うような暖昧な場所に行く場合，さらには，神秘的な場所に行く場合などは

退行していると考えられる。

ところが一方で，このように意識と無意識をかき回すことで自分の問題を

浮かび上がらせることができるし，そのあと，うまくまとめれば，退行しな

いでいるよりもずっと高いレベルの人格発達が得られることにもなる。
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物語解釈と場所の意味

「再統合Jというのは，このような退行後に得られる薪たなまとまりを意味

る。従って，ぞれが高いレベルで行われれば，「人格発達jと開義にをる。

その際，高いレベルで統合するためぷ必要なのが，「エネルギ…jでるる。

物語の進行の行方に重要な役割を果たすエネルギーが，人格発達の重要なキ

ーワードでもるる G もっとも物簡というものは，すべて原則的には，ストー

リ…の牒開を通して退符を龍し，かき回すことによって開題意識，すなわち

テー？をあらわにし，それを円満な解決という高いレベルの再統合か，

という低いレベルの再統合かに導くものだともいえる。

ところで，エネルギー広は「量J0)鶴盟と（質jの側面とがあるといえる 9

体力，金銭，議かな生活環境などによって表現さ

れる。また，察法エネルギーをうまく利用する合理的な統合性を意味する。

従って， くの場合，知識や知恵、が関係し，それらや飽の諸条件

によって，ホメオスタシスすなわち慣常性が得ら

当然，そのような知識や知恵を得ることが，

として表現されるむ

く評価され，

ことになる。

きて，以上の前提をもとにして各章では次のよう記述べていく。

ょうじ昔話は象徴的な意味合いの強い表現形態である。

この章では，苦話の成立や定義tこ触れつつ，背話轄有の象徴性の意味から，

なぜ，根底的な裂として解釈することが可能なのかι間開V＜－）（.！.！＂、 ＇＜；＞） 0 

第二章では， f聴耳jという昔話を対象にして，小論を貫く f場所jf意識j

f無意識jf退行j「再統合Jrエネルギーjなどといった諸概念の相互の関係
について考察する。その過程を過して，物語に含まれる f人格発達Jや

しJの意味と，我々にとって必要な人格発達や惑しの方法を考えてみる。

f窪取りという

る。この場合も，

アンノてランス

という昔話をとりあげて，身体に現れた蹄響をむ

しろ武器にして混しく人格発達し癒される仕方を考える。この場合にも，場

所は重要な意味を持つ。

今
品で章五

ギ

第

ル、不

という昔話をとりあげて，超越的なものに委ねてエ

ることにより，人格発達し至福を得ることを述べる。こ
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こでも場所は重要な意味を持つ。

第六章では，これまで述べてきた諸例をふまえて，物語解釈に「場所jが

どのように関わり，また，小論で遺した問題はなにかについて，簡潔に纏め

る。

テキストとしては，関敬吾編『日本昔話大成』（角川書店）の各巻を用い

る。

また，「癒しJというテーマや，伝承された昔話という性格上，今日の通念

では差別に繋がる表現があることを前もってお詫びする。念のため，小論の

立場を述べておくと，根本的にはそれぞれの立場にいる人が差別されたと感

じる語は用いるべきではないとする。他方，資料として残されたものについ

ては，学問の普遍性という点から，やむなくその表現を引用する。ただし，

筆者自身の地の文では，差別的雰囲気が出来るだけ感じられない語で表現す

る。さらに，小論のテーマ「癒しJは，差別のような心の傷についても癒さ

れなければならないという意味を含む。差別というのは，差別される側の心

の傷が深いことはいうまでもないが，差別する側の心の病気でもある口この

本に，それを解決する手掛かりの一端でも記せることを願う。

さらに，小論の性質上，シンボル事典や，象徴解釈について辞書的に用い

る書籍を常備して使用したが，紙幅の関係上，それらをいちいち文中で断る

ことができなかった。それらの書籍の一部については論末に列記する。

第一章昔話と「人格発達」ゃ「癒し」

昔話にはなぜ，物語の元型としての根底的な型が表現されうるのか。この

章では，まずそのことを確認し，「人格発達」や「癒し」の意味をどのように

求めればよいのかについて述べる。

昔話はまず口承文学，すなわち口伝えに伝承された物語だという点で，普

遍的な型すなわち元型的パターンを表現しやすい形式を持つものだといえる。

特に昔話については，一般的に柳田園男の定義に従うが，その定義を考慮

すれば，いかに型を重視し，そのことで我々の生き方の根底的原則を保存し

ようとしているかが分かる。まず，その定義を述べておく。

-4-



物語解釈と場所の意味

柳田園男の『口承文芸史考Jという著作には，「我々がハナシといっている

もののうちで，『昔々ある処に』という類の文句をもって始まり，話の区切り

ごとに必ずトサ・ゲナ・ソウナ・トイウなどの語を附して，それが又聴きで

あることを示し，最後に一定の今は無意識に近い言葉をもって，話の終りを

明らかにしたもの」（『柳田園男全集 8』ちくま文庫， 1990,90頁）という

定義が述べられている。

この定義からは，昔話が，伝聞であることに徹して，非現実的な性格を持

っていることが強調されている。つまり，最初の「昔々ある処にJと，最後

につけられる呪文性を持った物語の内容とは関係のない言葉，例えば「豆が

煮えた」「どんどはらいJなどのような言葉で挟まれたことで，非現実性を示

し，さらに「又聴き」すなわち伝聞性を強調することでその非現実性を強化

していると言える。

昔話のこの非現実性についてはさらに，柳田園男の，伝説と昔話との比較

を参考にすると一層分かりやすくなる。柳田園男の定義によれば，伝説と昔

話との相違は「（イ）一方（伝説）はこれを信ずる者があり，他方（昔話）に

は一人もないこと，（ロ）片方（伝説）は必ずーっの村里に定着しているに対

して，こちら（昔話）はいかなる場合にも『昔々ある処に』であること，（ハ）

次には昔話には型があり文句があって，それを変えると間違いであるに反し

て，伝説にはきまった様式がなく，告げたい人の都合で長くも短かくもなし

得るということ」（『柳田園男全集8j 110頁）とされている。つまり，伝説

は，たとえひとりであったとしても，それが現実にあったと信じる人がいる

という前提のもとで成立しているが，これに対して昔話はまったくの非現実

を前提としている。

では，このような非現実的な物語が我々の歴史の中で生き残り，生活や文

化の中に残ってきているということは，いったいどのような理由と意味を持

つものなのか。

第ーには，生存の原理や生存の知恵が含まれているということである。時

を超えて残ってきたということから，それはなんらかの意味で我々にとって

必要なものだと考えられる。このようなものは現実的に直接必要なものに比

べて必要な理由が暖昧ではあるが，やはり残ってきた以上，なにか必要な理
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由があるはずだ、といえるo 従っ

意味で必要なものではないかと

と惑じてなくても，もしくはた

それは現実的なものよりもっと普遍的な

られる。つまり， ぞれほど必要だ

しいからという

も，それが何百年も伝承されるということ誌，何か深いところ

として

と惑

じているのではないかということである。そして，そのようなものの存在理

由は，もはや，最も抽象的で根底的な理由だと忠、われる。つまり，それは生

とって必要だというしかないと思われる。従って，昔話には，

理や生蒋の知恵が含まれていると考えられる Q

は，昔話は形式上，生存の原理や知恵を読み取れるだけの奥持きが

あるということである。地域が欝わっても，また，時代が替わっても，

の形式をかたくなに守るというのは，その形式でなげれば告えられないこと

があるからだと按灘できる。そして，そこで守られる彰式によって表現され

ることの内蓉が，先に述べた生存に関して必要なこと，すなわち生存の原理

や生存の知恵、でみるならば，昔話には，それを分析し，小論のようにやや深

をして，生存の原瑚や生脊の知惑を探し出すことができるだ

会まあるといえる。

いま，以上のような詰提のもとで昔話の中の

み取ろうとする時，それらはどのような型と

や f癒しj

れるのであろうか。

に関しては，子供が大人になったり，小さいものが大きくなっ

たちするが，物語分析の常識から替えば，人慈発達の完成は，結婚で示され

るのである。

また，「癒し」というの泣，荷らかの心身の傷や病気や障害，そのf患の不健

康な状態が回復することをいう。

ということは，昔話の中に，人格発達の内替があったり，なにか上部のよ

うな不都合な状態が回復した内容があれば，そこに f人格発達jや［癒しJ

ることになる。そして，空間的時龍的に裂を変えないのだから，ひ

とつの物語の内容はすべて必熱的な糸で結ぼれているということになる。そ

こで，その回復に至る経緯む中に，点、熱的な回復に至る理由が忍ばせてある

ことになる。ぞれこそが f人格発達jや「癒しJの条件でみる。これから，

具体的な昔話的中の，このような点に着目して， f人慈発達jや「蝦しJを読
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物語解釈と場所の意味

みとっていく。

第二章 f聴耳（ききみみ）Jにおけるf人格発連jとr癒しj

［『聴耳jの典芸日

この離では f聴耳iという背話において示される f入惑発達Jと「癒しJ

じついて考える。なお，こり輩では，特に考えていく擦記必要な概念も

るので，まずは f場所jについて詳結に考察し，随時，厚で述べた人格発

達の藷概念の説明を挿入しながら述べていくが，当初は，物語記沿った解釈

例を示すE的から，細かい定義には触れずに解釈に終始し，のちに，用いた

概念の定義に従ってもう一度まとめて述べることにする。

I日本昔話大成 3 j （昭和五三年〉には， f聴耳jが三議の塑に分類されて

いるむそのうちのA (288-289貰）詰，獣の言葉を教えてもらって金持ち広

なったという「聴耳」のそチーアのみが示されているだけであるが， B(29む

とc(304-309頁）は，「聴耳jのモチーフに加えて，「癒しjのモ
チーアが示されている。そのうちCは，狐を助けたら猿が女房になりに来た

という「狐女房jの話と複合している型なので，ここで臨まず， Bの典型

として記されている物語の概要きを紹介する。

f寝耳iB （鹿児島県大島郡奄美大島）

1 鐘しい男の流れ者が，ある村の薬師堂で，薬師如来と出饗神との密談

く合

2 内容は，こ と生まれたての赤ん坊を結婚の糸で結んできた

というものであっ

3 男は赤ん坊と結ばれてはたまらないと，その夜生まれた赤ん坊を捜し

当てて，首を…突きして去るc

4 やがてあ

て，

りかかると，

お伊勢参り

ら二匹の親子ねずみがででき

くように頼まれる。

5 旅費は子識が盗んでまかなったのだが，帰り て子鼠は殺さ
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れてしまう。

ら

しるし

お伊勢参りができたので思い残すことはない。感謝の

しようとするが，お金ではなくこの家の宝をと

むように，と替って死ぬ。

7 男は言われたとおりにして，ぽろぽろの顕巾をもらう 0

8 その頭巾をかぶ、ると，鳥の話が分かる。ぞれは，

には，普請の瞭記麗根に巻き込んだ自蛇と，軒にはさみこんだ雌

9 

10 

｛なめくじ）と， にした蛙と

E寺にそ

った。

そのよう

ちまち治る。

とりをもらって結婚するが，

tこつぜられた傷があったという。

er環象学的還元Jとr構造jと「場所JJ

り去ることだという内

り去ると，

は赤ん坊の

これから，この物語を解釈するが，このような物語を解釈する

とそこから導か紅る方法を述べておく。

らず，事柄の意味とは，本来，存荘全体によって構成され

ているものである Q 従って，解釈者の持つ特定の詰提的概念を押しつけてそ

の前提に合致するもののみを客観的とするという超越的な強断をしてはなら

ないG まして，まるで「赤信号立止まれjというような，ひとつの事柄の磯

械的震き換えは絶対にして誌ならないことである。このような，すべての認

識に共通する［あらゆる認越的諸定の排除J(E.Hesserl “Die M悦 der 

Phanomenologie-flinf V or‘lesungen”Herausgegeben und Eingeleitet von 

Walter Biemel, Martinus Nijhoff, 1973, S.5）をアッサールに倣って

(die phanomenologische Reduktion) Jもしくは「現象学的判断中

止（epoche)Jと呼ぶ口この現象学的軒断中止を前提にすれば，はじめ

で起こったことをそのまま

そのうえで，個々

ることになるカミ

ることが求められる。

して，

す ように，事典
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物語解釈と場所の意味

中の意味は時として無限ともいうべき多くの意味が記される。その中のどれ

がふさわしいかは，全体の中で決まることである。そして，その全体の仕組

みや構成の状態を表現しているものがなんらかの「構造jである。

構造と個々の事柄の象徴的意味とを組み合わせて，はじめて物語解釈が成

り立つが，構造も，全体を表わすという共通点があるとしても，さまざまな

構造が指摘されよう。従って，どの構造で解読を進めるのがふさわしいか，

という問題も生じるが，筆者は，論理構造に沿った解釈妥当性の常識に照ら

して，ひとつの構造上に複数の事柄とその意味が論理的整合的に位置づけら

れたり，ひとつの事柄が複数の構造上で同じ意味と判断される場合には，そ

の意味は妥当していると見倣す。

小論で、は，そのような構造のひとつとして「場所jに着目するのであるが，

そのような解釈を可能にするために，場所に豊かな意味付けを与える考え方

の根本を，西国幾多郎に拠る。

哲学的なテーマの中核を為す，絶対的な存在そのものを敢えて「場所Jと

名づけた西田幾多郎の場所概念について，筆者がかつて考察し，西田幾多郎

「場所J（大正一五年，『西田幾多郎全集第四巻』岩波書店， 1949/1988,208 

-289頁）などを用いてまとめたその要点は以下の通りである。

(1) 「場所」とは唯一絶対の存在そのものである。

(2) 個物や個々の出来事，個人，個体などの「個Jは場所自身の自己限定も

しくは自己規定によって成立する。これが「場所の自己限定Jである。

(3) 個の成立は全体としての場所に多様性を与え，場所を豊かに発展させる

し，個を通してはじめて全体が認識される。これが「個による場所の限定」

で、ある。

(4) この双方における限定は，同時に成立する相互矛盾的運動でもある。し

かし，それによってむしろ個と場所との双方の同一性が確保される。この

「絶対矛盾の自己同一」的な運動は，現実的には，人類や社会の歴史や個人

の生育史に現れている。したがって，歴史や生育史に個や場所の同一性，

すなわち本質的な意味が示されている。

（井上義彦・波多江忠彦・荒木正見編『人間，何処からどこへ』ナカニシヤ

出版， 1998,166-167頁による。）
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このように示される「場所」の概念を物語解釈に適用させようとすれば，

まず，（1）で示される，場所の絶対性に言及しなければならない。それは、あ

る物語において，まずはその物語の全体，それは，物語の内容のみではなく，

物語が語られる状況，その歴史などをもすべて含んだ全体を指す。

そして（2）のように，その全体から限定された個としての，その物語の特異

性に着目しなければならない。一般的にはこの特異性はその成立とともに理

解されるが，小論の場合，この特異性は，「昔話jということになるし，この

章の場合は『聴耳』というひとつの昔話ということになる。

さらに（3）のように，「昔話Jもしくは『聴耳』が，存在の全体，とりわげこ

の場合は我々全体に対して与える影響があることになる。それは，小論では，

各章の最後に，我々に対する生き方のヒントとでも言うべきまとめとして述

べられる。

ところで，このように示される普遍的な存在としての「場所」の論理的な

構造は，また，特殊な場所，特定の場所にも内包されなければならない。従

って，小論各所で用いられる特定の場所に関する考察も，このような視点か

ら考察することができる。

さて，以上の本質的な考察をふまえて昔話を解釈するのであるが，その具

体的な方法は以下のように述べることができる。

第一に，現象学的還元に配慮すれば，全体をひとつのスクリーンに平たく

写したような気持ちで，「述語が連続する流れ」として分析するということで

ある。物語であるから，行為の主人公が入れ替わり立ち替わりして全体の流

れを作っていくのではあるが，その主語に着目するのではなしむしろ，述

語に着目して，どのような述語が繋がれて物語の全体の流れを構成している

のか，という視点で分析する。そこには，語り手の心の動きの全体が反映さ

れていると思われるからである。

それは，この物語が第一章で述べたような意味での，伝聞による口承文学

だということによる。口承文学は，必ず語り手がある。昔話の場合には，そ

の語り手は不特定多数だが，共通の心理というものがある。その心理は，結

局は語り手自身の心理の連続になり，その連続を反映するのは，関係を表現

する述語の方だからである。
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第二に，物語の中で示される当初の目

れはそのままテーマだとも言える。

知を意味し，決現としてはそのよう

物語解釈と場所の意味

する。こ

とは，裏返せばなんちかの欠

れるものである。 ったり，

独身であったり，子どもであったり，機気であったり，陣鴇があったり，

全な状態かちすれば物語にはさまざまな欠如がある窃我々の現実ではそれぞ

れの欠如を背負ってこ らしい生き方ができるものだし，欠女日の

どというものは存悲しないが，物語では，その欠如が溝たされる

れる。その欠知がどのように溝たされていくかが，目的でるりテー

ることになる。したがって，はじめに提出される欠如は，

マすなわち fモチーブJだといえる。この欠知が講たされれば，目的の実現

としていむばハッピーエンドということになるし，それがうまくいかなかっ

たら，悲劇ということζなる。小論のように，昔話から生き方のヒントを得

ょうとする場合には，このうまくいくかいかないかの理由を考えること

要な手がかりになる。

従って，「ホメオスタシス（垣常性），もしくは，発展可能性jが

られたか否か，を穣認しなければならない9 昔話の場合にはたいてい fめ

でたしめでたしjと，ホメオスタシスや発撰可能性の護得が表現されている

ので分かりやすいが，やはり，得られた安定的な状態を確かめることであるo

fホメオスタシスJとは，桓常注と訳されるように，有機棒が自ちの存在を安

定的に保っている状態を意味する。物語の場合，その連続性かちさらに新た

なテーマへと，旅立ちを示して終わることもある。これが， f発展可能性jで

ある。

もそうだが， り手の心理の流れとして述べたよう

る。安定的な状態と言えば，そのひとつ

はは生命体にとっての死をも意味するが，それはまた別の意味での有機体に

変化することである。あくまでも，そのものの同一性，つまり，そのものが

そむものとしてあるあり方，を維持したよでの安定的な状態を，そのものの

ホメオスタシスという。もちろん，この冊一註という概念も厳密に個々の事

柄に適用して考えなければならない。例えば，「肉体としての菱自激石」はす

でにその同一性を失っているが，「小説家裏目激石jの開…性誌現在も安定的
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に存在している。このように

規定して取ちかからなければなら

じる場合に誌，

このよう

る対象を厳密に

したうえで，

その物語において欠如がどのように満たされ，ホメオスタシスが得られたか，

さらに，発展可能性にまで展開しているのか，などと考えるのである。

第四に，物語中の「エネルギーjに着目する。先に述べたようι，エネル

とは，小論む場会，高機体が安定的に同一性を維持することを理解する

概念として患いる。あくまで象徴的な概念で為り，科学的な定義などと

生命力，もしくは活力という しておく。

このような意味でのエネルギーについてほ，二つの側聞から考えることが

できる。ひとつの側面は， fエネルギーの量的側面Jである。物語の場合，休

養，食事，睡眠，農かな暮らしなど，盟かなイメージで表現される状態であ

る。いまひとつの鶴蕗誌「エネルギーの質的側面jでるる。これは有機体の

統合的あり方で，その脊機体の本質に即したあち方，すなわち躍に滴ったあ

り方をすれば少ないエネルギーを有効に朝用ずることができると瑠解する。

て，この貿に関しては，知識や知恵が重要な役割を果たす。

有機体の状態や，物語の震関で欠如が充実する方向を目指そうとする

これらのエネルギーの状態記藷目すれば，その実現の可否が予漠jできる。

実はそんなに甘くないといえるが，物語ではこのような意味でのエネ

を安定的に保つことで，ホメオスタシスを鐸るようになっている。また，

展可詮性の場合も，このようなエネルギーの充実を前提にして新たな可能性

に向かつて出発するようになっているといえよう。

第五に，特に場所に著目して解釈する際に，西田幾多郎の捜念を考露して，

としての場所が偶を規定し，また，個が全体としての場所を表現し，そ

の相互運動が，全棒としての意味を形成しているというダイナミズム

ることが必要である。

すなわち，小論では特に， と「無意識jとが，場所の普遍的意味と

るという前提で述べるが，その場所で作動する登場人物たち

やその場所に示されるさまざまな事柄はその普遍的前撲のよにまた信々の特

有の意味を形成し，そのことが，その場所を解釈可能なレベルへと引き上げ，

物語全体のより具体的な解釈を可能にするのである。このことを常に配慮し
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物語解釈と場所の意味

つつ個々の解釈を遂行する。

以上のような前提は，元来物語分析の探究から生まれたものであるが，そ

れらを参考にして細々の昔話を分析し解釈していけば，

前提からも，われわれの生き方の参考になると思われる。

〔f聴耳Jの解釈］

f聴耳i；ま，どのように解釈できるのでみろうかむ

して，物語を考えてみたい。

この物語で最後の状態を確認すると，禁裏様すなわち天患が癒されることに

よって，主人公が美女と結婚できる，すなわち，独身だという欠如が溝たさ

れるということ広なる。ユング心理学などによると，天患や殿様，王様辻，

意識と無意識，すなわち，自覚している領域と無自覚の額域，ということは，

本当の意味での世界の総て，の中心，すなわち全存在の中心の象徴である。

その中心が癒されるのだから，これは大変な大事業を成し遂げたことになる。

このことは，結婚ということからも言える。当初は野卑で独身の男が，

は天皇の妃のひとりと結婚するというのだから，破格の出来ごとである。

それは，天皇の癒しを助げたからである。「結婚Jとは昔話や物語分析では，

と同義である。したがって，主人公は人格発悲し人格の完成を成

し遂げたということになる。

このように替えれば，まず，テーマには f癒しjと が示され

ていること らかである。

そして，いま，この物語は，全容在の中心の癒しと じ意味

といえる。これは，共詩的解釈の方法そ生かした読み方である。

f共時的Jというのは，科学的因果性や科学的必然性がないにもかかわら

なにか相互に関係があるとしか思えないような関蔀をいう。例えば，一

日中，開じ名字の人にしばしば出会うという場合，ぞれは共時的関係，

わち共時性があるという。この物語の場合，全容在の中心の癒しと人轄の完

成が同時に組こったのだから，その間者は共時的関係があるというむ

では， なければならなかっ とは何であろうか。この昔話には，

禁裏様の病紫の原田は，三匹の動物の背痛であったとされている。物語や映
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像や夢の心理的分析において，動物は我々の無意識における

味しているとされる。三匹の動物のうち，蛇は，意識と無意識とをつなぐ働

きをするとともに，知恵と本能の罷揺を持っている。白蛇になると神夜、的意

味合いが増してくる。括験は，本能のうちでも原初的な袈紫を持つ。蛙は，

意識と無意識とをつなぐ働きをする。私たちの内語において，これら

いていたとすれば，これはかなり重い症状である。

ところで先に，物語の分析は，主語ではなく，述語の読れを見ることが必

とした。また，物語の全体を共詩的な意味関係で見産すことも

る母そのように
、ァ、ア

、ーーにー いる まち

は未熟さが，すでに物語の前の部分に現れていることに気づく。それは，赤

ん坊に対する殺害来遂と，子鼠の死である。

赤ん坊応対する殺害未遂は，同じ女性との結婚に到る伏繰からも分かるよ

うに，男の内面の幼い女性像からの決別である。その意味では，男の人格発

るのだが，方法が余ちに野卑で幼種である。このことは，この物

語全体の流れに，未熟な要素が流れ続けることを示唆している。けれども，

そのきっかけは薬師堂という神秘的な場所で，神仏の密談を聴いたところに

あった。ここで，場所の意味に配慮して考察することが効果を発揮するが，

れは，神秘的な場所で神秘的な情報を得たわけだから，無意識的なものと

の出会いを意味することになる。つまり，そこで話されたことが今後の物語

の援関のモチーブになる。神仏が結んだのだから，必ず結婚ι至る。という
もともと来熟なものが，人格発達して結婚に至るとい

うことを務悲的なモチーフに持っていることになる。

子鼠の死の状況に誌疑問が生じる。子鼠も，その母親も，まるで喜んでい

るよう？ある。語ち手にとっては，子鼠は死んで当然と言わんばかりである。

その当然な理由は，ふたつの点から説明できる。ひとつは，子裁が泥棒をし

まかなったという点でるる。普話の場合，善悪は明瞭であり，この

ような金銭の盗み記は閣を与えなげればな与ない。もうひとつは， f癒しjと

関探するもっと重要なことである。予巌比伊勢参りを済ませてから死ぬの

である。場所の意味に着目するならば，伊勢参りというの泣，旅を続けて神

秘的な場所に五り，祈ることで人間が変わる，すなわち，人搭発達すること
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を意味するのである。お参りをするまでは，ま

ら，読のための盗みも黙認される。しかし，い

物語解釈と場所の意味

していないのだか

してしまうと，正

義を還さなければならない。語り手の心の中に生じるこのような論理によっ

て子鼠は死ぬのであるむ共時的に言えば，子嵐の死によって，この物語の全

体がぐっと人格発達するのである。また，西田幾多障の， f国が全捧としての

場所を表現するというダイナミズムを考慮すれば，子議の死という

える僻の行為が，物語全体に強い意味を与え，その意味こそが，

のも るということ』となる。そしてそれ誌， しに接近すること

る。

ということになれば，子鼠の死が問時に，神秘的な踊巾の獲得と一致する

ことも説明できる。物語の全体が大きく人格発達すれば，その人謡発達を具

体的に実現する道具が必要になる。それが，この頭市でるる。 f浦島太郎』の

玉手籍や，『ーす法師jの打出の小槌など，昔話に諒一気に結論を導く神秘的

な小道呉がしばしば登場するが，それらが必ず結論に結び、つくということは，

それらは，本来の原理原則を象徴しているものだといえる。それぞれの物語

物語の中で行った行為の結果が，それぞれの小道具によっ

れるのである。この物語の頭巾は，鳥の言葉を聞くことができた。

その知恵は，

り手の内面に

を霞くことができるというのは，知窓を象徴しているが，

と無意識の全体から必熱的に導かれた真の知恵であるo

赤ん坊は傷つけちれて幼稚さが死に，今，どこかで着々

と美しく人格発連し続けているという患いがある。先に述べたように，赤ん

坊を寝つげるという幼稚さは，伊勢参りと，幼稚さを象椴ずる子鼠の死によ

つてなくなり，物語の全体誌人格発達をと という患いもある。それらの

によって示される人格発達への次のステップが，頭rfHこよつ

れているのである。

この頭市が‘最後の難関

こではじめて，物語の全体に

発達と同識であることになるG

このように考えてくると，

ヒントが示されている。

り除いて，すべてが自自に人格発達する。そ

が生まれる。そして，この癌しは人格

には，重要な とf癒しjの
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それを述べる前に，他の『聴耳』との比較をしておく。

［「聴耳』の比較］

『聴耳』の物語を型として確認するためには，他の地域の話と比較しなけれ

ばならない。この章は，考え方を確認しつつ述べるという意味合いのある章

なので，以降の章では簡略化するこのような比較を試みておく。比較するこ

とで，これまで述べてきたことが改めて確認できるはずである。比較する『聴

耳』は，比較的構造のはっきりした次の昔話である。

『聴耳j（愛媛県北宇和郡）（『日本昔話大成 3』296頁）

1 ある日若者が鯛を助けた。

2 その鯛は海の王の一人娘だったので，お礼に海の王から龍宮に招かれ

Tこロ

3 陸に帰る時，土産に「聴耳」という人間以外の言葉が判るという宝を

もらった。

4 若者はその聴耳で雀の声を聴いて黄金を手に入れた。

5 次に烏（カラス）の声を聴くと，御殿の姫が病気なのは屋敷の主の蛇

が建物の屋根に挟まれて死にかけているからだという。

6 若者は蛇を助け，蛇が助かると同時に姫の病気も治り，やがて姫と結

女昏した。

この北宇和郡の物語は，『浦島太郎』のように始まり，一見，先の奄美大島

の物語と異なるように見えるのであるが，その型において共通のものである

ことがわかる。特に，場所の構造的意味の共通性にはそれが顕著だ、し，他の

概念においても小論での方法を用いると，ほぽ同じことを示しているとさえ

いえる。以下，ストーリーに添って，それを確認していく。

若者が鯛を助けたのは，無意識的なものとの関わりの開始である。奄美大島

の場合は，薬師堂だったのが，ここでは海およびその中心の龍宮という神秘

的かつ無意識的な存在となり，神秘的な情報は鯛が女性だ、ったということに

なる。奄美大島の場合は，その情報の赤ん坊がそのまま将来の結婚相手にな
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物語解釈と場所の意味

るが，北宇和郡の場合は，語り手の内閣のみで結婚というそチ…ブが示され

る。しかし，この諾り手の内冨のそチ…ブということになれば，双方ともが

毘じ裂を持っていることになる。

次に「韓耳Jを干に入れる状況であるが，双方に共通していることは，い

ずれも無躍識の要素を意味するもの（嬬，鼠〉かちの思返しによることと，

神秘的な場所（龍宮，領勢神話）が関係するということであるc これは，

中心まで到達して変北し，その結果，恩返しという形の，

ことを意味する。

次に，雀の声を聴いて金を手に入れる点、ιついては，奄美大島で法触れな

い。しかし，結局は渡英を手に入れること記なる。

そして，双方に共通しているのは，

れが解放されることによって，

じ込めら

れ，

り，そ

と結婚が訪

れるという る。動物が閉じ込められて病んでいるというのは，

も述べたよう いていることを意味する。それを動物

して知るというのであるかち，これは，意識と無意識とを貫く

る，つまり，生存や容在の窮理底知を発揮するということ

るG

つまり，「聴耳jという

だということになる。

？？ 

丸一

こうして詑較してみると，表面上異なる

るし，そ 共通のテーマ

そのテーマを一言で言えば，

く癒しと五櫨jだといえる。

るもの

ことが分か

していることが分かる。

よる人格発達に基づ

で、は，このことを導くために小論で用いる概念はどのように｛動いた

ろうか。

i退行J

この f聴耳j

できる。

fエネルギ、－Jという概念を用いて，もう

と，先の分析に加えて，次のように補うことが

まず， という神務的な場所や， という 退行する

場所である。 り込んでいるので，日常の意識的なj活動では知るこ

17 



とのできない事柄や，惑d請を知ることができる。しかも，ここで知られる知

識の中で，神仏，天皇，殿様，者人，先生，リーダーなどの中核的存在や，

寺社，議宮などの神秘的な場所の中心において得られた知識は，意識無意識

の全体の構成によって生じた中心的知識であり，原則的には真実であるとい

える。従って，薬師如来と出雲神が密談した内容は，結局実現するし，伊勢

お参りすれば，物語の幼克的要素としての子鼠が死じそのことで物

語全体が人格発達し，問時に画期的な知恵の象徴たる f寝耳Jを手に入れる

のである。また， ても間接に f寝耳jを手に入れることになる。

ことで，エネルギ、 てみる。いずれも「聴耳Jを手に入れた

のだから， Iネルギーは充実していたはずである。それは，どこに示されて

いるのであろうか。少なくとも，エネルギーの量が満たされる記述は見あた

らない，とすると質の問題になる。

ろうか。それ誌 f感謝jである。

質の高さを現わず表現があるのだ

ことをすれば感謝される。 ζの善

いことができるというのは，質の高さを意味している。われわれも日常，「人

ということと「善い人jというのを同じ意味で能う。

のふたりの主人公は，それぞれ広行為は異なるが，いずれも感謝されてその

をもらっている。その時，語り手には，この主人公の費を蒔く

述べたいという意志が欝いているはずである。

きて， f聴茸jを手に入れて，それを利用するを方は抵ぽ同じである。先に

も述べたようU それは，意識無意識の全体を見通す，日常を超える知恵や

知識を意味する。なぜそのようなものが手に入ったかといえば，現行し，善

いことを行い，質の高い再統合を得たからである。

もちろん，禁裏様の舘も，鰐殿も，無意識の中心で，本来は全体のホメオス

タシスの中心が鍵撲に事在しているはずの場所である Q その中心が病んでい

るというのは，意識無意識の全体の構成が病んでいることになるが，

もあれば一目瞭然，原因を取り訟くことができる。この場合，それ

れる。退行してはじめて気づく無意識の饗紫が病んでおち，そ

の京国が分からなかったのである。そこで，意識無意識の全体を見通す知惑

や知識の出番となる。神務的な［聴耳Jを信じるためには，人誌退行しなけ

ればならないむ たら，説明のできない持続、的対象は理解
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物語解釈と場所の意味

できないからである。

こうして無意識的な原因をとり除けば，当然，全体は高いレベルの再統合

を得ることになる。それは同時に，すべての欠如が満たされることを意味し，

独身の主人公は，高いレベルの結婚に至ることになる。

［『聴耳』と「人格発達」および「癒しJJ

では，この物語から得られる「人格発達」や「癒し」のヒントはどのよう

なものであろうか。

まず，最も大まかなことからいえば，奄美大島の場合，この物語の癒しが，

未熟さからの癒しであるのだから，未熟さを脱しなければならないというこ

とである。「人格発達Jこそが「癒し」に繋がる，ということでもある。この

例では，それは，赤ん坊への殺害未遂や子鼠の死という刺激的な設定になっ

ているが，その行為が次のより成熟した段階に繋がっている。

次に双方に共通する重要な契機と言えば「聴耳」の獲得だが，その箇所を

振り返れば，善行を施すことを契機として退行し，しかもすみやかに現実に

おいてそれを利用しなげればならないといえる。ここで重要なのは，善いこ

とをして無意識の構成を充実することと，退行の期間である。先に述べたよ

うに，退行は混乱状態でもあるため，エネルギーを消耗する。従って，その

まま退行していると帰ってくることさえできなくなる。時間をかけ過ぎて，

帰ってきた時には，時すでに遅し，というのは『浦島太郎』である。そこで

早急に，意識の世界へと帰ってこなければならない。善行をするなどという

ように，無意識の構成が充実していれば，このような，退行からの還帰が早

くなり，その分，次の人格発達へと向かうことができるといえる。

こうして，退行と再統合を繰り返し，徐々に高い統合を得て人格発達をする

ことになるが，その場合重要なものはやはり知恵や知識ということになる。

それも，この物語でも示されるように，退行と再統合の過程において得られ

た知恵や知識である。退行の際に得なければならない知識は，神仏や竜王が

登場するように，絶対的な原理や原則，すなわち生存原理に則した知恵や知

識でなければならない。極度の恐怖心を伴ったり，人格の尊厳を損なったり，

ただの一時的な気晴らしだったり，極端な減量を長期間続けたり，正常な日

日吋
d



常生活の感覚を失うような，特殊な娯楽や特殊なスポーツなどに関する知識

のように，一見，退行して得られる知識のように見えても，生存に反するよ

うな知識，つまり，人がそのままそれを続けていけば次第に死が近づいてく

るような行為を勧める知識は，実は，意識過剰の偽の知識だといえる。われ

われが求めなければならない知識とは，われわれがそれを続けることによっ

て我々の生存が維持され，発達できる行為に関する知識でなければならない。

このような知識によって人格発達してこそ，真の癒しが得られるのである。

この『聴耳』の物語から「癒し」についてわれわれが示唆されるヒントは以

上のようなものである。以下，他の昔話の解釈を通して，さらにそのヒント

を得る。

第三章 『癌取りJにおける「癒し」

この章では，「退行Jと「再統合Jの型が明瞭に示される『癌取り』を分析

して，心身に障害を持つ場合の癒しの条件の一端を考える。なお，この物語

には，「人格発達」のテーマは明瞭には示されない。主人公に老人を設定する

ことによって，語り手はそのテーマを無意識的に避けたとも考えられる。し

かし，それだけに「癒しJのテーマが明瞭に示されることになる。

［「癌取り」の典型］

『癌取り』は昔話の中でも代表的なものだけに，各地でさまざまな変容が起

こっている。鬼であったり天狗であったり，『鼠浄土』の話と合体したりする

場合が多い。ここでは，典型として，最も単純で，他との共通性が高い，大

分県宇佐市の例（関敬吾編『日本昔話大成 4』角川書店，昭和53年， 264

頁），長崎県下県郡の例（同264頁），島根県大原郡，仁多郡の例（同265頁），

および『宇治拾遺物語』の三『鬼に癌取らるる事j（『新 日本古典文学大系

四二J岩波書店， 1990）などを参考にひとつの物語として紹介する。

『癌取り』（大分県宇佐市，長崎県下県郡，島根県大原郡・仁多郡）

1 癌のある爺が山仕事に行く。
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物語解釈と場所の意味

2 雨が降ってきたので，木のうろに入って寝る。

3 目をさますと夜になっており，近くで鬼（天狗＝この論文では鬼にして

おく。）が宴会をしている。

4 彼らの踊りをみているうちに爺もたまらなくなり，つい飛び出して踊る。

5 鬼たちは喜び，帰ろうとすると，癌を取って，あしたも来るようにとい

つ。

6 隣の爺がこれを聞いて，鬼の宴会に飛び出して踊るが，下手なので癌を

つけられてしまう。

［『癌取り』の解釈］

この物語には，ひとりの爺の癌が取れたという点で，明瞭な癒しのテーマ

が含まれている。なぜ，癌がとれたのか，それを「場所」「退行J「再統合J

「エネルギーJなどの概念を手がかりにして考えていく。

ところで，はじめに物語解釈の方法の一端から考えれば，この物語には明

瞭な対比構造を指摘することができる。対比構造には，比較においてテーマ

が内包されるのが常識であるが，この場合もそれを確認することができる。

それは，ふたりの爺の存在である。片方は癌が取れ，片方は癌がつげられ

てしまったのである。しかも，癖がつけられた隣の爺もさほど悪いことをし

たとも思えない。太宰治も昔話をもとに独特の風刺をこめた作品『お伽草子J

で，「この物語には所謂『不正』の事件は，一つも無かったのに，それで、も不

幸な人が出てしまった」（新潮文庫，昭和四七年， 227頁）と述べている。し

かし，先に述べた昔話の性格を考えれば，やはり，この隣の爺はなにか悪い

ことをしてしまったと考えられる。その悪いこととはなんだったのか，それ

はなぜ悪いのか，それを考えることが癒しの手がかりになるのではないか。

従って，このふたりの爺の対比の考察をしつつ，以下の考察を進める。

まず，「場所jを考慮して，癒しという点から，それが行なわれた場所につ

いて考えてみる。癌が取れて，爺が癒しを得るのは「山」という場所である。

「山」は無意識の象徴だから，ここで退行が起こっている。従って，語り手と

しては，エネルギーが消耗することをどこかに意識しているといえる。雨が

ふってきてエネルギーの消耗は進む。長崎県下県郡の場合には単に「日が暮
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れた」（『日本昔話大成 4』264頁）となっているが，エネルギーが消耗する

状況という点では同じことを考えているといえる。

ところでこの爺は「木のうろ」という更に深い無意識へと退行する。しか

しここで彼は眠り込んでしまう。眠りはエネルギーの充実を意味する。物語

の展開として，次は鬼との遭遇というエネルギーを消耗する大変な事態が待

っているのだから，その後に予想される新たな統合を，高いレベルのものに

するためにも，ここではエネルギーをたっぷり蓄えておかなげればならない。

やがて，鬼の宴会が始まる。この物語では，宴会と踊りは最もリラックス

した状況なので，退行の極だといえる。そこでは，鬼のような超現実的なも

のが出現する。この鬼については，のちに詳しく述べるが，結論から言えば，

この物語の場合は生存原理を意味している。

この爺は，眠った後エネルギーが満ち足りていたこともあって，自然にこ

の退行に向かう。『日本昔話大成 4』における山形県新庄市の例（260頁）

では，面白そうで黙っていられなくて踊りに参加したと語られるし，鳥取県

東伯郡の例や石川県珠洲市の例（266頁）や新潟県西蒲原郡の例（267頁）な

どは，踊り好きな爺と語られている。これらは自然な退行を表現していると

いえる。

そのような自然な気持ちで踊れば，当然，鬼たちにとっても心地よく，物

語の全体が楽しくなる。この楽しさこそが「癒し」である。そこで，この物

語の帰結では，もともとあった身体症状における異常な要因がとり除かれる

ことになるのである。

では，これに対して，隣の爺の場合はどのように解釈すればよいのだろう

か。

まず隣の爺は，癌を取る，という目的意識を強く持つ。この目的意識を貫

こうとするところに，無理が生じる。はじめの爺と違って，意図的に木のう

ろに隠れる。眠ってエネルギーを蓄えるどころではなく，今か今かとエネル

ギーを消耗して鬼を待つ。そして，鬼の中に出ていくが，新潟県栃尾市の例

のように（267頁）, r無理にJ出ていくのである。『宇治拾遺物語Jでは「お
そろしと思ながら，ゆるぎ出たれば」つまり，恐ろしいと思いながらも身体

を震わせて現れた，とされ，「天骨もなく，おろおろかなでたりければjつま
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り才能もなく下手糞に演じてしまったのでとされるように（『新 日本古典文

学大系 四二』12-13頁），緊張のあまりエネルギーが消耗した様子が描かれ

ている。これだげエネルギーを消耗していては「癒しjはありえない。鬼た

ちは，別に悪事を働く意図ももなく，ごく自然に隣の爺に不幸な身体的条件

を与えてしまうのである。隣の爺は「癒される」ばかりか，もっと悪化した

症状を得てしまうことになる。

［『癌取り』と「癒し」］

このような物語を理解する場合，昔話が語り手の心理の表現であることを

考えれば，そこで記される状態は，そのまま直接的に理解してはならない。

この物語でも，身体症状として記されるが，あくまで，心理的な地平で述べ

られる意味での異常な事態であって，現実的な身体の状態を直接指すわけで

はない。従って，ここでとりたい「癌」とは，単に物質的な意味での癌とと

るのではなく，心身の全体における何らかのアンバランスと理解しなければ

ならない。以下，一応はこの物語の言葉を用いて解釈するが，実際には，以

上のような意味で述べていることを前提にしておく。

『癌取り』から導かれる癒しへのヒントは，まず，自然な退行を心がけるこ

とだといえる。しかし，自然な退行ほどむずかしいものはない。「自然な」退

行ということを，ただ単に自分の思うままに，とか，自分にとって心地よい

からなどという理解で行ってはならないからである。自然という言葉が，天

然自然という意味にも適用されるように，本来「自然に」という言葉には，

自分のわがままではなく，客観的な普遍性との合致というニュアンスがある。

『宇治拾遺物語』では，この爺が踊りに飛び出していく際に，「ものの付たり

けるにや，又，しかるべく神仏の思はせ給けるにや」（『新日本古典文学大系

四二j10頁）と，自分の意志ではないことと，神仏という客観的な存在との

関わりとの双方を暗示している。また，この物語で，そのような客観的な判

断をし，普遍的な目安の役を果たし，具体的な行為を行なったのが，鬼や天

狗であった。この物語では，鬼や天狗は，意図的な悪事はしない。隣の爺に

癌をつけるのも，返してあげるという意識である。つまり，鬼や天狗こそが，

自然に行動しているのである。場所のありかにおいても，無意識の中心に存
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在するものとして表現されるし，その述語的意味においてもまた，鬼や天狗

は， のものだといってよい。

退行しているときこそ，真の生容原理が必要である。

る時tこは，

つもりで，実はた

じ生存原理のこと

に自分にとっ

自分のコンプレックスに振り回さ

と，逆に厳しく感じ，反発し，

じるものであるむしかし，その時こそ本当に，必要なのは，

退行してい

している

る時

え感

る。月並みな言い方かもしれないが，その時こそ，勇気と愛をもって，

ることが求められる。

東北地方の f癌取りiには，この全存原理を意識して，神秘的な対象に者

るところから始める例が多いよう る。福島県南会津郡の関では，天拘に

とってもらう仕方を習うのに，社民祈願している（268賀入また，宮城県登

米郡の例では，神様の鈍いの鬼，と明織に諮られている＼，；.，vv州ノ 0

もし退行している時に，このような真の生容原理に出会えなかったら，そ

れ誌いずれ，自覚しないままに重要な病広結ったり，反社会的な人務を形成

したり，非人間的，非現実的な生き方に揺ることtこなる。非行グループや，

く団体や，非社会的なことを是と替わしめる集毘や，

といわれるものなどは， せながら， る

のではなしえせ原理を押しつけているにすぎないのである。それは，

は，瞬の議でしかない。自分ではよ乎に躍っているつもりでも，実際には，

生存にとってとても危険な状態tこるるといえる。

このような場合の目安は，先法どの社会性や日常の常識’性などだが，その

る方向を向いているのか，を考患しなければなら

うして， f窪取りjから

も同様な解釈が成り

しのヒント

のであろうか。

といえるが，似たよう

その例を考えてみる。

第四車 『平斧息子jに怠ける r人格発達Jと f癒しj

この章でも， ンバランスを身体的な障害とし れている昔
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話の例を，「場所」「退行」「再統合」「エネルギー」などの概念を利用しつつ

解釈し，「人格発達」や「癒し」の問題を考えてみたい。先の『癌取りJより

は，たくましい話である。

［「手斧息子」の典型］

『手斧息子jという昔話がある。生まれっき身体の一部が手斧（ておの）や

飽（かんな）になっている少年の話である。心身のアンバランスを表現する

場合，同じように身体症状で表わすのに，『癌取り』は「癖」をただの厄介も

のとして表現しているのに対して，『手斧息子Jは，その症状を道具として活

用して自分の人格発達を助けるという，積極的な話である。主に鹿児島県に

伝わる話だが，その典型的な例を紹介する。

『手斧息子』（鹿児島県大島郡沖永良部島）（『日本昔話大成 3 j 44-47頁）

1 ある村に，腔に手斧（ておの）が手には飽（かんな）が生えている少

年がいた。

2 少年が過失で人を傷つけて困るので，親は少年に船を作らせて海に流

す。

3 少年は鬼の島に着く。

4 少年が鬼の家にしのびこんでみると，大鍋には人間が煮られている。

5 少年は樽の味噌を食べてしまい，糞を入れる。

6 少年は塩警の塩を捨て，自分が隠れる。

7 鬼が帰ってきて，塩を取ろうとすると，少年の飽で手を傷つけてしま

つ。

8 鬼は味噌を食べようとして，糞を食べる。

9 鬼は少年を発見して追いかけるが，少年は逆に腔の手斧で鬼の大将を

殺す。

10 鬼たちは宝を船に積み込んで逃げるが，少年はその船に隠れる。

11 鬼たちの前に少年が現われると鬼たちは海に飛び込んで逃げる。

12 少年は宝を持って帰るが，両親はまた人を傷っけないかと悲しむ。

13 少年が宝を家に運び込んでから，川に入って水を浴びて，川石で手足
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をこすったら手斧も錨もとれて，りっぱな男になっ

14 親を大切にして，よい暮しそ

訂手斧息子jの解釈〕

この物語は， ンディがあっ

しが，最後の場面で，た

冒険の結果， したとい

うものであるD こ IJllに入って水を浴び

だけで行われたのには，全体の筋から必然的な理由があるといえるし，

の意味に着目すればそれを具体的に考えることができるはずであるc

これを， f場所J「退行JI再統合J「エネルギ…jなどの概念を参考に

察する。

まず，少年は，不運な姿をしている。両手両足に刃物が生えているという

ことだけをとってみれば，さまざまな象徴的意味を考えることができるが，

その後に起こった出来ごとに，こ

ている。

けるこのこと こめられ

このような象徴的な聯柄や出来事を分析したり解釈したりする場合には，

とかく，事柄そのものについて，分析したり解釈したりする

や，個人的な情報が投影されやすしつい，自由な思い込みで意味を説明し

てしまう。しかし，先に とその概念：から震関させて述べた

ように，事柄の意味は，表現の内にこそ示されているものである。そのよう

な発想をもって，分析や解釈を行おうとする場合，当の事柄がどのような出

来事を引き起こしたのか，どのよう広務鮪されているのか，どのような述語

を持っているのか，など，当の事柄にまつわる具体的な情報から，その意味

を組み立てていかなければなちないことを述べてきた。これは，物語に限ら

日常の場面でも同様である。少年非行の場合ι，しばしば， fうち

かぎってjという親の思い込みが，少年のアンパランスを見落としているこ

とを指擁されるが，「うちの子Jがどのような行動をとっているのか，どのよ

うな生き方をしているのかなど，具体的な観察をγ講じ行っていれば，「うち

の子jの灘の探が理解され，アンパランスがあれば，平め記対応できるはず

である。

さて， の場合，身体のハンヂィによって起こった出来ごとは，

内
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物語解釈と場所の意味

他人を傷つけることと，それによって追放されることである。つまり彼の姿

は，当面のところ，生存にとって不利な状況である。

ここで「場所」の構造に着目すれば，少年は，そのハンディを背負ったま

ま海に流されるのである。親から徹底的に離されるというのは，「自立」のテ

ーマであり，陸や村と対比されるとき，海は無意識や識関下を意味するので，

ここから「退行」が開始するが，この退行は自立するための，すなわち大人

になるための退行だということになる。つまり，人格発達を目指す退行なの

である。

ここで，エネルギーを考える。少年は海に流されるに当たって，すなわち

退行が開始されるに当たってエネルギーを得たのであろうか。先にも述べた

ように，エネルギーを得ていないと再統合が困難になる。

海に流されるに当たって，その船は少年自身によって造られたものであっ

た。ここが重要である。昔話や英雄伝説や神話の場合，エネルギーは本人が

造り出し，本人が使用するのが原則である。この原則にそったときには，概

ねハッピーエンドになる。この原則からいえば，少年は自らを流す船を造っ

た時点で，エネルギーを得たことになる。そして，この物語の特徴である，

身体に手斧と鈎をつけていることが，この船を造るのにおおいに役立つたの

である。このように，すでにハンディをエネルギーの獲得に利用している。

これは，この少年の，むしろハンディをこそ活かした積極的な癒しがすでに

潜在的に始まっていることを意味する。

鬼の島での官険は，「場所」の意味からいえば，鬼の島が無意識の極，すな

わち退行の極であるだけに，さまざまな象徴的意味を持っている。

まず，人聞が煮られているのは，物語全体の「死と再生Jを暗示する。「死

と再生」とは，物語中のそれまでの状況が終わり，新たな状況が生まれるこ

とを意味する。「死jの段階は，このように死体や骸骨で表現されたり，枯れ

木や切り株で表現されたりする。また，「再生」は，赤ん坊や幼児で表現され

たり，苗や芽吹きで表現されたりする。「死」の段階でエネルギーがあれば，

大きな「再生」，すなわち高いレベルでの人格発達，さらには質の高い再統合

が得られる。この物語では，人間が煮られている場面のすぐあとに，主人公

がエネルギーの量を満たすための「味噌を食べてしまう」という行為を準備
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している。また，塩警の塩を捨てて自分が隠れるのは，後の行動からも分か

るように，知恵，すなわちエネルギーの質を象徴している。こうして，この

物語では着々と，高いレベルの人格発達すなわち質の高い再統合が準備され

る。

鬼との戦いは，物語全体の葛藤を意味する。対立的な要因相互の戦いとみ

てよい。生存原理にかなった方が勝てば，ハッピーエンドになり，そうでな

ければ悲劇になる。この物語は，結果がハッピーエンドなのだから，鬼にと

っては不利な条件が重なる。塩を取ろうとする鬼は，隠れていた少年の鈎で

手を傷つける。これは，鬼にとってはエネルギーの消耗である。それが，本

来，少年の生存を妨害したハンディによってなされたことに注目しなければ

ならない。少年はハンディを逆に利用することを覚えたのである。これが知

恵の発揮である。すなわち，エネルギーの質の充実を意味する。味噌を食べ

ようとした鬼は糞を食べさせられる。これは，まともな食事ができなかった

という意味では，鬼のエネルギーの量的な消耗である。また，不潔なものを

食べたという意味では，エネルギーの質的な消耗である。そして，鬼の大将

との一騎討ちでは，逃げたとみせかけて腔の手斧でやっつけてしまう。先程

と同様，知恵を用いてハンディを逆に利用して，勝利を得るのである。鬼の

大将が死んだので，これで，少年にとっての死と再生は実質的には終わり，

共時的にはすでに成長しているといえるが，昔話なので，具体的にわかる形

で終結へと向かわねばならない。

鬼の島から海に漕ぎ出す鬼の船は，場所の方向の意味から言って再統合に

向かっている。従って当然，少年にとってふさわしい宝物という土産が手に

入り，そのまま，陸の村へと帰って来る。この場合の宝物はもちろん，成長

そのものである。これで，図式的な再統合はできたはずだが，この物語のテ

ーマ，すなわち，少年の持つハンディについて決着を付けなければならない。

手斧も飽も，少年にとってもはやハンディではない。それで，川に行って川

石でこするだけですっかりきれいになると表現されるのである。「場所Jの意

味としては川は退行の場所であり，同時に神秘的なエネルギーが流れてくる

場所でもある。

こうして，この少年の物語は，生まれつきのハンディを克服するばかりか，

。。つ中



物語解釈と場所の意味

むしろそれを利用

明らかになっ

自分の成長を成し遂げたという もあることが

er手斧患子jと［人格発達jおよぴ f穣しJ]
？ア

L占 どのような癒しなのかを考える場合， も述べたように，

けるハンディは，表面的な表現そのままのハンヂィを意味していると

はとらないことを議認する。あくまで，心身の全体におけるなんちかのアン

パランスだと捉えるべきであるc 従って，このようなハンディ拾すべての人

ると言わなければならない。そして，普遍的な型を伝える骨盤のこ

のような自己のハンディを超える

といえる。

すべてにとっ ものだ

ふりかえって， f惑しjという視点から確認してみると，まず，全体を貫く

重要な姿勢として，ハンディ

この少年は．身にふりかか

けないという意気込みが~＼要だといえるむ

して，常広前向き記取り

るとはいえ，親に捨てちれて海に流される状況は，先にも

べたように，自立と退行を斌昧する物語上のレトザックではあるにせよ，当

人にとっては欝撃的な出来ごとである。それをひとつひとつ素直に受容し，

さらに生き抜くための工夫を繰り返す。結周はそれが，エネルギーの欝，量

の双方にわたる き， き，結局は癒しに歪ることになる。

このようι，この少年の行動で目立つの詰，いつも工夫をしているという
ことである。鬼の島でのさまざまな工夫が，彼を勝利へと導いたのである。

これは，知恵の発揮，すなわち，エネルギーの繋を整える工夫だと言える。

その際，設りすぐれた点、は，ハンディを武器にするというところにある。

当初，村から追放される療器ιまでなった身体的なハンディを，彼なりにう

まく利用して，相手をやっつけるのである。

その結果，宝物つまり成長を手に入れ，ハンヂィがハンディではなくなっ

たという，つまり，癒されて普通の身誌になったということに琵るのである。

このことは，我々の生き方に重要なヒントを与えてくれる。我々はだれしも

なんらかのハンヂィを背負って生きている。このハンディは，嬰するに心身

のアンバランスなのだから，たとえどんなに不安定な身鉢症状であったとし
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ても， なく，結路は内面的金受け取り方の問題である。

て，形は変化しなくても， し人格発遣するにしたがっ れるこ

とも

マでる

る。この，入器発達3こよ L，がこ ひとつむテ

て，こ母暫語は，お

て，

うも

る。それが，ハ

しに結びつけるとい

重いハンディ

た人々を大切にする文fとがあった。それは，ハンディがあるからこそ，ハ

お会い人々よりも優れた能力を腎て，発揮することが出来るかちで為

る色調覚障害の方が，どれほど注意諜く身体中の感宜を訴事審ままし

れているかについてほ，よく 実泣，すべての人が，なん

らかのこ母ょう でいる註ずで毒る。

れもい設いのだからむ

この るように，我々も， ィをマイナス

して成長と癒し誌提え るので誌なく，むしろそれを

そのときこそ， ものが，

だということ く。とくに，工夫する知恵，すなわちエネ

ついては， る必要があるといえる。これは，

全体むエネノレギ る号

さて，こ すなわち

して戦わないで寵され，人轄

もるる。 でみる。

F霊長者jにおける f人格発瀧Jと f議しj
の輩では，特に「エネ

？人語発達jと f謹しJ
すると， f選告jと

訂輩（い語nJ)

f鷺長者j ；ま，

の賛について， ものに患だねて

とりるげるむこの場合も，

ちが理解しやすくなる。

神仏のお告げBこよって，貧しく足の不自

路一



物語解釈と場所の意味

由な人のところに嫁にいったら，やがて金持ちになり亭主の足も癒ったとい

う型として伝えられている。『日本昔話大成 3』では，青森県八戸地方の例

が典型として掲載されている（169-170頁）。また，これに対して，島根県邑

智郡の例は，鴻池の先祖の話として，足が不自由で貧しかったところに，下

関の長者の娘が嫁に来た，という型になっている（170頁）。また，新潟県見

附市の例は，足が不自由なのは嫁の方で，その嫁入り道具によって金持ちに

なる（170頁）。福島県双葉郡の例もこれと同様な型だが，足の不自由な嫁が

鴻池の娘ということになっている（170頁）。この中で，はじめのものをこの

章では典型としてとりあげる。

『鷺長者』（青森県八戸地方）

1 いい娘がいた。

2 娘が嫁にいきたいと神に祈ったところ，夢の中で，橋の下の鷺のとこ

ろに嫁にいくと金持ちになるとのお告げがある。

3 娘が町にいくと，橋の下に建の男がいた。

4 男が断るところを娘は無理に嫁になる。

5 川に水を汲みにいくと酒樽が流れてきたので，ふたりで呑む。

6 男が湯にはいって髭をそるといい男ぶりになる。

7 男が持っていた行李には大金が入っていたので，酒屋を始め，家を建

てる。

8 嫁の実家がある村の人たちが，震の婿を珍しがって見に来るたびに酒

を呑むので，店は繁盛し金持ちになる。

9 金持ちになると鷺が癒る。

10 本当は男の実家は大富豪で，息子が嫁を貰い，店もうまくいっている

ことを聞きつけて，船に米や金を積んで、，一層大規模な援助をする。

11 拾った酒樽からはいつまでも酒が湧いたというが，それは神に授かっ

たものだった。

［『霊長者』の解釈］

この物語には，結婚したという点で，「人格発達」のテーマが含まれ，不自

qベ
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由な足が治癒したという点で，「癒しJのテーマが含まれている。さらに，大

富豪になったという大きな至福も示されている。さらに，始めと終りから，

神の加護という考え方が流れていることがわかる。その背景には，橋の下，

川などという「場所」が示される。これらを手掛かりに考えていくが，この

章でも「退行J「再統合」「エネルギーJなどの概念を手がかりにする。

はじめに物語解釈の方法から考えれば，この物語には，先にも述べた，神

の加護という概念が背後に流れている。神のいう通りにすれば，日常的には

薦賭するような結婚をしてもうまくいくということである。では，神の加護

や神のお告げというものは，どのように解すればよいのだろうか。

この典型例において，お告げが夢に現われたというのは，象徴的である。

夢を見る時は睡眠中なので，退行していることはいうまでもない。退行とは，

意識無意識の境界があいまいになり，全体が混乱している状態であったが，

このように混乱している時こそ，本来の問題が現れやすい。なぜなら，問題

というものは，良きにつけ悪しにつけ，心身の平衡状態を破るなんらかの緊

張であり，退行してほとんどの緊張状態が解けた時こそ，最も強い緊張であ

る当面の問題が現れるのだといえる。したがって夢は，当面の問題意識の現

れだといえる。

このように考えると，夢はまた，これから実現することへの準備状態を示

すものでもある。つまり，意識無意識の全体にとって，最も緊張している事

柄が現れているのだから，それは，いずれ近いうちに，具体的に分かる姿と

して現れてくると考えられるからである。しかし，夢に対しては夢の言語の

翻訳とでもいうような独特の解釈をしなければならない。例えば， Aさんと

結婚した夢を見た場合，夢を見た人がAさんに対してどのような印象をもっ

ているかを確認した上で，その印象に相当する人格的特徴が，夢を見た人に

備わる，と解釈する。この解釈の行く末として，現実のAさんとの結婚に結

びっく場合もあるが， Aさん抜きに実現する場合もありうる。

また，夢を見ることが退行のー形態である以上，夢を，吉兆にするために

は，つまり，夢という象徴的な知らせを生存にとって優位なものとして実現

するためには，エネルギーを充実させる必要がある。もちろん，これまで述

べてきたように，それは，量と質の双方から考えなければならない。
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物語解釈と場所の意味

この物語の場合，神に祈るという行為から始まっているので，無意識的で

はあるにしても全体的な構成としては，良い結婚の実現を目指して準備が進

行しているはずである。つまり，エネルギーの質的充実を神への祈りとして

獲得していたといえる。

そこで示されたのが，このお告げである。お告げの内容は，ハンディのあ

る結婚ではあったが，娘はそれにすなおに従って行動する。その結果，こと

ごとくうまくいくことになるが，実は，神の庇護があったのだということが，

酒樽のエピソードでわかる。これは，娘の側から言えば，神という超越的な

ものを利用して，エネルギーの質を高め，癒しと至福を得たということにな

る。

次に，「退行」「再統合」とを，「場所Jと関係づけながら考えてみる。

はじめに娘がいたのは「田舎Jのようだが，足の不自由な男がいるのは「町J

である。田舎と町の対比は，物語の場合には，より意識的な発展を意味する。

従って，娘が町に出かけるのは，基本的には意識的な発展に向かつて進んで

いることを意味する。

ところが，男のいる場所は「橋の下」である。これは，退行している場所

である。退行している場面では，幼児化していたり，未発達なわけであり，

男の身体が不自由であっても，今後の発達可能性を秘めているといえる。ま

た，「場所」の象徴的な意味としては「橋Jは過渡的な状態を表わす。その意

味でも，男の将来に向かった可能性が秘められているといえる。このような

象徴理解は，物語の背後に潜在的に流れていることではあるが，娘が神のお

告げを信じきって強号｜に結婚する姿に，語り手も聞き手も，むしろ今後の発

展を期待できるのは，このような象徴理解が潜在的に行われているからだと

いえる。

重要なのはその次である。川を流れてくる酒樽は，あとから，神からの授

かりものという説明がされるのであるから，神秘的な役割を果たす。その酒

でふたりは三三九度をするのであるが，この儀式は，通過儀礼，すなわちイ

ニシエーションと呼ばれるものである。人は成長する時の節目節目に儀式を

行う。それまで少しずつ変化しながら成長してきたものが，儀式を行うこと

で一段階上のレベルに達したことを確定するわけである。このような儀式を

33 



通過儀礼，もしくはイニシエーションと呼ぶ。退行と再統合という，小論で

用いる目安からいえば，通過儀礼は，再統合のための儀式だともいえる。そ

して，この，結婚を意味する儀式はもちろん物語解釈の常識からは，「人格発

達」を遂げたという意味を持つ。ところで「場所」の意味からいえば，「J，，」

は無意識的な場所であり，流れてくるものは，神秘的な意味合い，つまり，

エネルギーの質の充実という意味が含まれる。この場合は酒なので，エネル

ギーの量をも満たすことになる。「人格発達」も遂げていることだし，これだ

け条件が揃えば，いずれは男の不自由な足が癒されることは予測できるが，

この物語ではここまでのところはまだ，「いい男ぶ、り」でとどめている。物語

の興味と進行上，もっと大きな至福を準備しているからだといえる。

男は実は金持ちだ、ったのである。これは，各地に伝えられている昔話を比

較しても，足の不自由な側が本当は金持ちだ、ったということになっている。

「本当は金持ちjというのは，すでに「人格発達」を遂げているということと

ともに，潜在的な可能性を意味するが，それは無意識の持つエネルギーの大

きさを意味する。もう少し踏み込んで言えば，目先の姿ではなく，表面から

は見えにくい真のすばらしさを意味している。

そのすばらしさが，「場所jの意味からいえば，町という発展的で意識的な

場所での，酒屋の開店と家の新築という，社会人として一人前になることに

現れる。そして，それまではただのハンディだと思っていた不自由な足が，

商売繁盛のための武器に転じるのである。足の不自由な婿を見に来る，など

というのは，人権侵害もはなはだしいのであるが，昔話という架空の話だと

いうことを前提に語られる場合に，それがややゆるやかに感じられるのは，

実は，具体的なそのことを指しているというより，そのことによって象徴さ

れている内容，つまり，この本で分析しているような内容について理解して

いるのだという暗黙の了解があるからだと思われる。ハンディを武器にする

というのは，前の章の『手斧息子Jでも述べたように，重要な癒しの方法だ

し，我々すべてが抱える何らかのハンディを乗り越える方法でもある。

さて，ここで金持ちになると同時に，足が癒る。語り手はここでエネルギ

ーが充実したことを告げたいのである。そして，普通ならここで物語はおわ

るはずだが，この典型例の場合には，もっと大きな至福をつけ加える。最後
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物語解釈と場所の意味

の言葉が手がかりになるように，それに る。これまでのことはす

べて神の加護によるものだったというのである。つまり，この分析のはじめ

に述べた，神のお告げの意味をわきまえて，神にすなおに従ったことが，す

べてをうまく噂いたのだということである。

このような意味で，神のお告げという，エネルギーの繋の充実を超越的な

ものにゆだねるというのが，この物語の重要な要素誌なるといえる。次は，

それ応よって得られた惑しを手がかりにして，この昔話から得られる f人格

と「癒し」のヒントを考えてみる。

er楚長者jとf人格発遼Jおよび「癒しj〕
くりかえし述べるように，このような物語に記される状態は，そのまま，

現実的な事柄を重ねて理解するわけにはいかない。この物語で身体症状とし

て記されるアンバランスは，議かの問題ではなく，諮り手や罷き手邑身の，

ごく普通にもっている心身のアンバランスな状態を意味しているc それだか

らこそ，長く語り伝えられて務たのでるる。そのような前提で，こ

ら得られる f人格発達Jと「癒しjのヒントを考えてみる。

すでに明らかなように，この物語は，神の加穫に対する全面的な依存とい

う大きな特徴がるる。それは，夢という退行した場面で示された。もちろん

も述べたように，我々の呂常においては，夢で示されたことそのものが

そのまま実現するわけではない。この物語は，その意味で，

して語っていると理解すればよいとゆ山々γ 内

先にも述べたように，夢は，意識と無意識の全手本の問題や準備状態を暗示

している。詫って，夢に示される事柄のよりよい解決や実現を目指せば，「人

や f癒しjに歪るということになる。その場合， fよちよいJ方向は

どのように求めればよいのでおろうか。この娘が行なったことを振り返れば，

後女は祈ったのだ、った。 fよい結婚ができますように」というのがその軒ちの

るc その結果が神のお告げになったのである。では，祈りとはなん

だろうか。

祈りの言葉と；む意識無意識の全体の方向づザを意味する。この言葉のよ

うに，それは抽象的な表現でしかない。祈りの言葉とは常に捨象的な性格を
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持つものである。仮に「Xさんと結婚できますようにjと，少し異体化した

としても，それがどのように叶うかについては不明である。究極まで言葉に

することはできない。しかし，言葉がある方向を指し治すことはできるa つ

まち，その方向に向かつて，意識無意識の全体の構成を整えること誌できるD

て，全体の状態が緩和しているときこそ，そこに良い指訴を与えれば，

ろで，眠りというヱ

解することができるo

祈り続げて，よい方向への準藷が整ったとこ

を満たす退行をし，より具体的な指示を得たと

「本願を信ぜんには，｛哉の善も要にあらず，念仏にまさるべき

きゅへに。J（金子大栄校注 f歎異抄j岩波文庫， 1931/1990,41頁〉と述べる

ように，念仏を唱えればどんな入でも静土にいけると説いた。その念仏とは

「南無阿弥陀払Jというものであった。つまり，我々を諦土へと救ってくれる

阿弥陀仏の名を， n者無jと心をこめて口にすればよい。音声を発するという
退行の状況で，救い主の名を呼び続ければ，その救い主が救ってくれようと

している境遇，それはまた救い主邑身が語る境遇でもあるが，に弼瀧できる

というのが，親驚の考えで追うるc この場合，浄土に行くといっても，

仏教の現世的d性格を考慮すれば，死と同義ではなく，精神的な安定をこ

視しているわけであり，こ による祈りと，こ りとは，

構造的によく保ているといえる。

ここで，我々自身のことを振り返らなければならない。我々も祈るのであ

る。神社仏閣をはじめとするさまざまな宗教的な場所を訪れてただ儀礼的に

祈るというのではなし本気で者る瞬間を誰もが持ったこと

した結果，最後の頼みとして折る場合，努力も届かな

祈る場合，そのほかさまざやまに場面で祈るが，多くの場合祈り

るだろう。

を

るa それまでさまざま記試みて，なおかつ叶えられない場合に，

折る。折る自的がなんであれ，結局は癒しを求めて祈るのであるG 祈るのは，

ばかりでは最後の統合に至らないことを知っているかちで島る申

その祈りに対して，神仏，すなわち超越的な威力が応えてくれるためには，

どのようにすればよいのだろうか。この物語は，次のよう てくれてい

る。
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物語解釈と場所の意味

まずなによりも真剣に祈ることである。問題が本当に見えるためには，意

識無意識の全体を本当に整えなければならないのである。それは，意識過剰

になれというわけではない。夢という退行が最後の解答を与えてくれたよう

に，ほどよい退行を導くことができるよう，問題に焦点、を合わせるつもりで

祈ることである。

さらに，現われてきた問題の表面的な姿に囚われず，問題が本当に意味し

ていることを知ろうとすることである。このときも意識過剰にならないこと

が必要だと思われる。意識的な解釈をし始めると，結局は自分の歪んだ内面

を投影して問題の本質を見失うからである。祈って現われてきた問題なら，

意識無意識の全体を象徴していることである。意識無意識の全体とは，本来，

生きているものだから，問題は問題なりに，生存にとって有利な方向に転換

できるはずである。それはどのようにすればよいのか，と考えることも必要

である。

ここに至れば，先に『癌取り』について考えた「自然にjふるまうという

こととの共通点が指摘される。『癌取り』の考察では，「自然にJということ

を，ただ単に自分の思うままに，とか，自分にとって心地よいからなどとい

う理解で行ってはならない，と述べた。そして，自分のわがままではなく，

客観的な普遍性との合致を考えることを指摘した。

そこでも述べたが，退行しているときこそ，真の生存原理が必要である。

一般に，退行している時には，何が本当に自分にとって必要なのかがわから

ない。健康な退行なのか，危険な退行なのか，退行している時には自分では

分からない。特に危険な退行をしている時に，生存原理のことなどを指摘さ

れると，反発し，恐怖心さえ感じる。その時こそ本当に必要なのは，真の生

存原理である。つまり，その時こそ「祈り」が必要だということになる。そ

れは，自分で自分のために祈るだけではなく，愛する人のために真剣に祈り，

生存原理を伝えることが必要だと思われる。

もちろん，その問題がなんらかのハンディに結びつく場合には，先の『手

斧息子Jの場合と同様に，ハンディに負けないという意気込みが必要だろう

し，具体的に生き抜くための工夫を繰り返さなければならないし，ハンディ

をこそ武器にしなければならない。それら現実的な努力があったうえで，そ
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の底に， りを必要とするのである。

こうして， f鷲長者Jは，祈りによって裏付けら

を乗り越えて人格発濯し癒される社方を教えてくれる

してハンディ

といえる。

第六章 『田螺（たにし）息子Jにおける f人格発達jと

、ア

丸叫

る。

f癒しj

前の章に続いて，神仏，すなbち結盤的なものにあやかった

と［癒し」についての例をとちあげる。昔話は『田螺恵子j

人聞になって結婚したという話であるから，「人格発達jは繋し

がつくとしても，「癒しjと誌いえないのではないか，ということも考えられ

るが，後に述べるように，患子が田螺の楽だというのは，いわば，期待外れ

の子どもの姿だといえる。しかし，期待しているの誌窺や周期？あって，彼

らから見て詔螺にすぎないとなれば，これ詰JL＼身を病んだ子どもの楽でもあ

そして，そのよう どもは子どもなり弘人格発達し，自ら つ

とするが，それにはやはり，「退行JI存続合Jとそれを遂行する「エネルギ

なければならない。そして，この物語では，それちが題到に，

所に対応さFせちれて述べられている。以上の視点から，この物語を考えてみ

る。

ff詔嬢患子jの典製〕
f日本昔話大成 3 j (8-24真〉において f田螺（たにし）息子jとして分

れている物語詰，奄美大島から東北地方まで，幅広く分和している。そ

れだけに，内容的記異なるものもあるが，全体に共通する翠，もしくは，本

たらこのようなものではないか，という裂辻，

れているように思われるむそのひとつの代表を以下に記すが，

的な典型として必要なエピソードは，（1）神仏に祈って子どもを授かる 0 (2）諮

霧、（蛙など）が生まれる 0 (3）計略を用いて娘と結婚する。（4）田螺は一度死ん

で，りっぱな男になって生まれかわる，などである。これら

具体的な物語記ついて考える。
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物語解釈と場所の意味

『田螺息子』（岩手県和賀郡）

1 子どものいない老夫婦があった。

2 水神さまにお願いして，ようやく田螺を授かった。

3 田螺はお椀に入れて神棚にあげられていたが，なかなか大きくならな

七、っTこ。

4 ある祭りの日，おじいさんが町に出かけようとすると，田螺は初めて

大声を出して，自分も連れて行けという。

5 おじいさんが，田螺を連れて町の長者の家に行くと，長者の一家は，

神様の授かりものの田螺を大切に扱って，泊まっていくようにと勧めた。

6 田螺はおじいさんに，長者の娘を自分の嫁に貰って帰るからと，お米

を小さなー袋にあず、かった。

7 田螺は長者に，大切な米だからと神棚にあげてもらい，自分はゆっく

り布団で休むが，夜中に神棚に上り，米をひとつかみ取り，噛んで，眠

っている娘の口許にぬりつける。

8 翌朝田螺は娘が米を盗んだと騒ぎたて，娘を嫁に貰って帰る。

9 次の祭りの日，田螺は嫁の髪に留まって宮参りに出かけるが，烏（カ

ラス）がっついて地面に転がり落ち，姿が見えなくなってしまう。

10 悲しんでいる嫁のかたわらに，立派な若者が立っている。それはあの

田螺の変身した姿であった。

11 ふたりは改めて盛大な結婚式をあげた。

［「田螺息子」の解釈］

この物語が，「癒しjをテーマにしているということについては，賛否両論

があるかもしれない。たしかに，これまでの昔話のようには，明瞭な障害は

無いし，癒されるという事態も無い。しかし，最後に，田螺だったものが，

立派な男になったというのは，ひとつの癒しととることができる。何度も述

べてきたように，昔話は，個人もしくは複数の語り手の共同主観的な象徴で

ある。つまり，昔話の全体が一つの心理の中で展開しているといえる。とな

れば，当初に田螺だったというのは，語り手の内面の一要素が，人間にはな

り得ない未熟な弱さを持っていることになる。それが，最後に立派な男にな

Q
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るのであるから，この弱さが克服され，発達を遂げ，心が癒されたことにな

る。この物語について，とりあえずこのように捉えた上で，その癒しが得ら

れたのはなぜなのかを，「退行」「再統合」「エネルギーjなどの概念を参考に

しながら考えてみる。

まず，全体の見通しを立てるために最後の個所を確認すれば，そこでは「田

螺の死」と「男への変身Jという，「死と再生」のテーマが現われている。こ

の「死と再生Jのテーマは，昔話やメルヘン，神話などにはしばしば現われ

るテーマであるが，ここで，その心理学的意味を述べておく。

「死と再生Jとは，いわば劇的な人格発達を意味するといえる。ひとことで

いえば，何かが終ったのが死であり，新たな何かが生まれたのが再生である。

絵画や夢やサンドプレイの分析では，枯れ木や骸骨や死体などは何かが終っ

たことの象徴だととるし，赤ん坊や木の芽などは新たななにかの象徴ととる。

そして，この「死」と「再生」とは，本来セットになって連続して現われる

ものである。その場合，「死jの段階で、これまで述べたような，質と量との

双方の意味において捉えられるエネルギーが十分に満ち足りていれば，高い

レベルの「再生」が得られるし，そうでなければ，十分な再生は望めないこ

とになる。この高いレベルの再生こそが，人格発達であり成長である。この

ように考えれば，この物語の田螺の死と男への変身は，まさに「死と再生J

を行って，劇的に人格発達を遂げたことになる。

そして，この物語は，そのような劇的な人格発達につきもののエネルギー

の獲得が，神の神秘性に支えられて，幾分荒唐無稽ながら着実に展開してい

る。それも場所との関係を巧みに利用しながら展開していくのである。ここ

での分析は，その神との関わりに着目して，ストーリーをたどってみる。

はじめに，神様に田螺を授かる。ここでまず，物理的空間とは異なるとは

いえ，神の威力のもとという場所の意味のもとで物事が進展することが示さ

れる。神の力によるわけだから，エネルギーの浪費は少ないのだが，エネル

ギーとは本来，自分で手に入れて自分で使うというのが，昔話での原則であ

るから，ここで、は，子どもが田螺の段階にとどまってしまうのである。

では，それはどのように人格発達し癒されたのであろうか。この物語は，前

提として田螺の人格発達をモチーフにしているのだから，当初なぜ田螺だ、つ
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たのかという関いかザほ無駄だ、としても，人格発達の第百節岳

とを再検討してみる必要はある。

はじめの節目は，誕主である。老夫婦が神に祈ったというのだから，子ど

もを産むにはエネノレギー的に無理が議うることを藷示している。無理だから神

に祈らなげればならなかったのであるc 祈りに対して，神は子どもを授けて

くれるが，神は絶対的な原理であるから，老夫婦のエネルギー不足に見合っ

どもとして田螺を授けてくれるのである。田藤誌鹿克島宗大島都の例

cw日本昔話大成 3j10-11頁〉や，大分県速見郡の例u日本昔話大成 3j 

こったこ

のように，般という場合もある。無意識と意識とを繋ぐ象徴という

味では，どちらでもふさわしいといえるが，田螺のような巻き肢が子宮をも

象徴するとなれば，来熟な子どもが子躍で訴される方がよりふさわしいとい

える口

ものごとの始まり，特に子挟の誕生を神に委ねるのは，ものごとのりじめす

なわちロゴスつまりものごとのあり方の原理原則をわきまえていると言える。

このような場合には一般に，混乱の解決法知惑や趨脇的な力に求めることに

なる。この物語は，まさにこのような展開の連続だといえる。

次の師自；ま，震？のお祭りに連れていけとはじめて口を剥くところである。

これにはエネルギ｝の点、で伏線がある。たにしはなかなか大きくならない。

それは，エネルギーが不足しているからだと考えることができるs ただし，

この場面では田螺を神棚に上げている。神の申し子でもあるし，神の許でい

つも祈りの対象になっているのだから，港在的には発達しているはずである。

つまり，それまで神棚に祭られていたというのがエネルギーの点、での伏線で

ある。神は原理察知を意味するので，エネルギーの賛的側面を意味する。も

ともと その神のすぐそばにいること註， の

るo これは，エネルギーをじっと替えていることにもなる。従

って，神の申し子でもある田螺が，神の許でいつも祈りの対象になっている

のだから，港在的には発達しているはずだといえるのである。

以上の点に関しては，場所の意味という観点から整理し躍すことができる。

上記のように，神揚が神のエネルギ

ない。そして，お祭りとは，そ

た場所であることはいうまでも

け神の威力の及ぶ範関が広がるので

d
A
t
 



ある。お祭ちには，樟を乗せた神輿が町中を繰り歩き，轄の境界にはしめ縄

が張られ，その襲爵は，平常と る特別の場所と化すのである口お祭りに

つれていけ，と田螺が初めて口を利くことができるのは，この迎える場所の

エネルギーがあるからにほかならない。

このように考えれば，田擦の発達が形になって現われるの泣祭りの毘とい

うことになる。先に述べたように，祭りというのは，神の威力が町中に広が

り，エネルギーの高まりを見せる機会であるa 出初出螺が口を利くのが祭り

の日であるが，最後の変身による成長をみせるのも禁りの日である。このこ

とは，まさに，祭りが場所の斌味としてエネルギーの痛まりを意味すること

と相関している。

田螺は，おじいさんに連れちれて館？にいくことになる Q 場所の意味からい

えば，田舎から街へという移動は，無意識的に眠っていたもりが目覚めるこ

とを意味する。突ってここでは，成長可能性の兆しやきっかけが現れた場面

だということになる。多くの場合，ここでは，新たな要素が生まれるが，こ

f異性との出会いjという分かりやすいパターンを示すことにな

るの

そして，さらなる重要な鯖躍は，この田螺がトリックを用いて，

を嫁にもらう箇月号である。この留所の校指さには費者陣論がある。賛成の側

は， 11'誇熱と真剣さjを評価するのかもしれない。また，反対の側からは， ト

リックというずるい知恵を用いたことを批暫する泣ずである。この反対の醐

の指議があるというところが，この田螺がまだ田擦の姿から変身できないと

いう未熟な結果になることに繋がる。ところで，このよう広未熟な幼さを指

れるとしても，ともかく結婚できるのはなぜかといえば，やはり，神の

るからだといえよう。この田螺は，持者の家でも持機に祭られる。

場所の態味を顧みれば，神棚は，田螺にとってエネルギーが満ち

る。盟撲は小さくて未熟なのかもしれないが，神の許で，エネルギー

からこそ，ともかくも，結婚という統合に至ることができたと考えられる。

しかし，その結婚はまだ未発達なものである。田螺は田螺の姿を抜け出す

ことができない。そこで再び、祭りの自になる。

りの日に起こるのである。二人で祭りに出かけると，
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されてしまう。これは，象徴的な死と再生のうち，死に当たる場面であるG

すなわち，それまでの幼なさの死である。このようなときにはエネルギーの

揖耗は激しいのであるが，すでに，場所の意味としては，祭りという神の威

力が満ちている場所であるから，毘螺は見事に生まれ変わるのである。

田螺は立派な若者に生まれ変わり本当に結婚することになる。まさに，象

徴的意味での再全であり，真の統合である。

［「間諜息子jと「人絡発逮jおよび f癒しJ〕
このように考えてくると，この物語誌は，神の威力が連続して与えられて

いることに気づく。それそ人間の鍔からいえば，この物語では，我々は神の

威力に頼って自分を変え，擁され，人務発達し，成長し，真の大人になった

ということになる。ここではこのことを，「人態発達jと「癒しjという点か

らもう少し深く考えてみる。

｛守護も確認してきたように，昔話詰，個人もしくは共向主議的な意識の内

部におげる心の動きがそのまま物語になったと考えればよいむということで

あれば，生まれた子どもを田螺として表現するというのは，なにか心の中に

満たされないもの，つまり

結果的にそれが成長し，

れなければならないものがあることになる。

たる大人に変身し，人轄の完成を意味する結婚

に至ったというのであるから，これは f人格発達jと「壊しJのテーマを含

むといえるし，換設すれば，人格発達による癒しのテーマだといえる。

では，このような人犠発達や癒しが神の威力によるというのは，どのように

解すればよいのであろうか。ぞれtこは，神をどのように理解するかというこ

とが鍵になる。そして，それを考えるために，田螺自身にとって神はどのよ

うに理われたのか，もしくは田螺にとって神はどのような場所として現れた

りかという視点を生かしてみればよい。

始めに誌，田螺誌とって神は産みの親である。詑って，神棚にいるときに

は，親にはぐくまれているのと同じ意味で安らかに発達し成長する。ここで

は，なんらかのエネルギーが与えられているはずである。

さらに，町に出かけることになるが，それがお祭りの告というのが盤要会

点である。
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この日は神の威力が広がるからである。つまり担額は引き続き神のエネルギ、

ーの許で行動することになる。

トリックを用いて嫁を得る過程でも，神械にあげられていることが前提であ

るから，やはり神のエネルギーを得ているはずである。

そしていよいよ烏につつき落とされるのは，やはり祭りの呂である。また，

烏は，象徴的な意味記おいて神の慎いという役を果たしているともいえる。

このように，欝所に神のエネルギーが関わっているといえるが，具体的に，

エネルギーの量が増したという表現は無い。ということは，なんら

な要菌が関わっていることになるが，それほどのよう記理解すればよいので

あろうか。

神と詰絶対的なものである。従って，森羅万象のすべてであり，

も神のひとつの契機を構成しているといえるむ子どもは神からの授かりもの

と，我々がいつも素朴ι号、い，この物語でもそのようにして開始されるわが，

このことを意味している。

ところで，…般的には，入務発達し成長するじ従って意識的な自我が目覚

め，そのことで，持という全体的で絶対的な持在と自分自主きとの関揺を忘れ

ていく。入は自己中心的になり，大いなる全体との関係から切り離されて，

自分の意識や意識的判断を通告して結局は不撃になっていく G

一九世紀のドイツの哲学者，ヘーゲルは，このような意味で「不幸な意識

(das ungltickliche Bewu詰tsein)Jという綾念を立てた。すなわち，意識誌自

分由身の内において，あたかもスケプシス主義者のように懐疑的な対立的分

ている。つまりこの「二震の，単に矛盾するにi品ぎない存荘である

意識が，不宰な意識である 0」とされるのである〈引G

Phanomenologie des Geistes”Suhr】王ar工1p,1970, S.163) o 

しかし，彼はそのままにしておかなかったのである。彼は理性，すなわち，

論理的に考え判断する能力を強く信じていたので，この不幸を理性的に乗り

越えてこそ，真の学問であり，真の生き方であるとしたむもちろん周知のよ

うに，ヘーゲルの場合はこの表現どおりに単なる心構えのように捉えてはな

らず，あくまで世界観そのものとの一体的指覚が必要である。彼の場合，理

とは， If国別的な意識が自体的には（ansich）絶対的な存在であるという
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えを把捉して，意識が自分自身に還帰する C'G.W.F.HegelWERKE 3” 

S.178) Jといった事態を，すなわち，不幸な意識の段階から晃れば，あたかも

彼岸ででもあるかのような，対立が全て溶げ込んでしまう絶対的な境イ立を指

す。つまり，翠性的に乗り越えるというのは， いえば，全体の中で酒々

の事柄がどのようι位置づけられているのかを論瑚的に講成しつくすことを

る。ヘーゲノレは，学問的な理性をもってかつての宗教り持つ絶対的な

威力記霞き換えたと自負し，現代に続く理笠主義の一端を担ったといえるが，

現代から逆広神の威力などという問題を考えるとするなら，現代の論理的理

性や，そこから首長生した，物質によって宇宙全てが成り立っているという

え方在，神によって全てが成り立っていると置き換えて考えてみればより分

かりやすくなる。

つまり，今我々が，社会や自然が網の自のように関保し合っていると患っ

ているその仕組みの金捧こそが，この物語での神に程当すると考えられる。

従って，この物語では，まずはこのような仕組みの全体ι
において，癒しが進行したということになる。実際に行動する時誌，例えば，

田螺がトリックを夜って嫁を獲得するように，一見自己中心的な行動に見え

ることでも，神の絶対的な仕組みに自分岳身を委ねているという

ことが，正しい草観を与えることになるのである。田螺のこのトリックが成

功するのはそのような理由によるといえる Q そし

的な成長が得られるようじ絶対的なものに委ねる

的な威力によって真の癒しが得ちれるのである。

烏によっ

さえあれ試，超越

このことを肝の側面からいえば，この物語では絶対的なものに関わる際の

エネルギーの用い方についても示唆されている。この物語では，田螺は本当

に必要な時しか動かないG あとは，神の許でじっとしているのである。本当

とは，食事をしたりなどエネルギーを播給する時と，変化し人格

し成長すべき時である。このことも，人態発達と癒しのため

掛かりである。神の許でじっとしていることは，単にじっとしていることと

りjで，摺を取ってもらうことになる爺が木のうろ

心に賦りこんだことがエネルギーの保持広つながったと述べたが，それがも

い急険な場所で眠りこんでは大変である。神の許でじっとしているという
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のは，それが最も安全な場所で行われたということを意味している。

本当に安全なところでじっとして，慈しのためのエネルギーを蓄えること，

これは，我々の日ごろの行動においても考えるべきことである。自覚するに

せよ，自覚しない記せよ，我々は，なにか癒されたいことがあればすぐ

為をおこしたがる。時として，人格発達に逆行し，ただ単に新しいものを求

めてさまよって，結局は社会性を失い，生存に不利な状況に身を置きがちで

ある。若い女性たちの中には，あいまいな理由で主婦になることを私でもあ

るかのように考えている人もいる。さら民進んで，社会から飛び出して，人

と違った極議な活動に身を投じることが人間として優れているのだという

え方をする人もいる。個人の生き方としては，さまざま金生き方があっても

良いのであろうが，社会の全体杭おいて大多数が選び取っていく安心できる

場にいて，心をゆったり保つことが恥でもあるかのような意識を持っている

としたら，生存に不利だという意味において心理的記は不幸でみるといえる。

社会的に不利なハングワーさが大きな社事を成し遂げると，よくいわれるが，

それは本当の理由にはなっていなし凡社会的なハングリーさがあるにせよ，

ないにせよ，社会全体の場所の構成のエネルギーを岳分の生存のエネルギー

にしていく能力の高いものが，大きな仕事を成し遂げるはずである。そのた

めには，根底的には社会全体の存在に対する絶対的な信頼感を持たなければ

な与ない。実は，社会から飛び出して人と違ったことをすることのみで自己

満足を得ている人は，本当は，社会全体に対する信頼感に甘えているにすぎ

ないのである 9 甘えがある以上，本来の成長エネルギーの方向性が歪められ

ているし，結局は，或長とは反対の，非生存に向かうことになる。

このように考えれば，神という よって象徴さFれる絶対的な存在への告

人格発達や癒し といえる。

第t章物語解釈と f場所Jの意味

小論は物語解釈において「場所j 目することで，物語全体の意味獲得

を効果的に行い，解釈をいっそう深める得ることを，論じてきた。紙幅の隈

られた小論で詰，特に序章で述べたように，昔話という定型化の進んだ物紺
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をとりあげ，また，「場所jの意味についても，特に，「意識Jと
という対比的な意味構造と対応する場所講遣に焦点を合わせて解釈してきた。

物語全体における「場産jの本賓的意味について

多郎の場所論に普及して述べたが，全体としての場所と，その，特殊部とし

ての特定の場所の双方に，普遍としての場所と，そこに事在した与そこで行

したりする個との，相関的な「場所jのダイナミズムが高効に働いてきた

ことはすで記述べてきた通りである。その梧関的な「場所jのダイナミズム

に乗って，それぞれの物語のテーマが表現さFれることになる。

換言すれば，これまで述べられてきた例にみられるように，いずれも，そ

れらの相関的なダ千ナミズムが展開する場所の変容構造を膏効に利用して，

き手の興味を魅くというレトリックを持ち，また，それゆえに，それぞれ

の場所によって象徴される意味を効果的に示唆し，テーマ にするもの

であった。

小論で線定した意識一無意識構造に関していえば，意識的な場所と

時な場所との構造の中で，登場人物は，エネルギーの量と質とを覆い分けて

行動しつつ退行と再統合を行い，そのエネルギーの震と質記応、

を遂げることが明らか広なった。その意味において，心理学的な自安の有効

性も破認できたということtこなる。

そして，さちにそれぞれの物語に応じて，生きるためのヒントともいうべ

きより詳細な意味も示されてきた。各々のヒントの共通項を考えれば，

のところ癒しとは人格発遣を遂げることで鐸られるものだということである。

かくして，小論で用いてきた方法は，小論で限定した場面では有効だという

ことが示されたが，それが，すべての物語で可能なのか，または，物語解釈

を超えてすべての事柄に対して可能なのか，それらの考繋をさまざまな例と

ともに行うのが，今後の重要な課題だということはいうまでもない。
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